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二
つ
の
環
状
プ

ロ
ッ
ク
群

野
尻
湖
遺
跡
群
日
向
林
Ｂ
遺
跡
と
貫
ノ
木
遺
跡

は

じ

め

に

日
本
列
島
の
各
地
で
人
類
が
残
し
た
遺
跡
が
見

つ
か
る
の
は
今
か
ら
お
よ
そ
三
万
年
前
で
、

そ
の
時
代
を
先
土
器
時
代
と
よ
び
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
し
た
石
器
時
代
の
区
分
で
は
お
お

よ
そ
後
期
旧
石
器
時
代
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
三
万
年
前
の
時
期
に
特
徴
的

に
現
れ
る
遺
跡
の
形
態
に

「
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
」
が
あ
る
。
先
土
器
時
代
の
遺
跡
を
発
掘
調
査

す
る
と
、
遺
物

（石
器
や
石
片
）
が
あ
る

一
定
の
範
囲
に
ま
と
ま

っ
て
出
土
す
る
。

こ
れ
を
ブ

ロ
ッ
ク
と
呼
ぶ
。
ブ

ロ
ッ
ク
は
多
く
の
場
合
、　
一
基
単
独
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
複

数
が
共
存
じ
遺
跡
を
形
成
す
る
。
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
は
ブ

ロ
ッ
ク
が
連
環
し
遺
跡
が
形
成
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
が
全
国
的
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
遺
跡
が
、　
一
九
八

四
年
に
調
査
さ
れ
た
群
馬
県
下
触
牛
伏
遺
跡
で
あ
る
。　
一
九
八
六
年
に
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
て

以
降
、
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群

へ
の
関
心
は
高
ま
り
、
橋
本
勝
雄
が
い
ち
早
く
集
成
、
検
討
を
加
え
、

見
通
し
を
ふ
く
め
課
題
を
出
し
た
。

一
九
九
二
年
に
は
、
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
を
テ
ト
マ
と
し
て
岩
宿

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、

環
状
プ

ロ
ッ
ク
群
の
集
成
と
そ
の
解
析
が
話
題
と
な

っ
た
。
そ
の
後
も
全
国
各
地
で
類
例
は
増

え

つ
づ
け
、
千
葉

。
長
野
で
は
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
が
近
接
し
た
遺
跡
や
地
点
で
も
見

つ
か
る
な

ど
、
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
の
様
相
も
多
岐
に
わ
た
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

二
〇
〇
五
年
に
は
、
日
本
旧
石
器
学
会
で
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
、

そ
の
後
の
学
会
誌
で
も
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
に
関
す
る
論
考
も
特
集
さ
れ
た
。
ま
た
小
菅
将
夫
に

よ
り
環
状
プ

ロ
ッ
ク
群
研
究
の
先
駆
と
な

っ
た
牛
伏
遺
跡
の
成
果
を
ま
と
め
た
単
行
本
も
出
版

さ
れ
る
な
ど
、
環
状
プ

ロ
ッ
ク
群
は
今
日
の
先
土
器
時
代
研
究
の
ホ
ッ
ト
な
課
題
の
ひ
と

つ
と

憲

昭

い
え
よ
う
。

環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
の
性
格
に
つ
い
て
は

「大
型
動
物
解
体
場
」
、
「石
器
交
換
場
」
、
「折
衷
説
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
推
定
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
の
大
規
模
な
遺
跡
を
残
し
た
集
団
は
い
っ

た
い
ど
の
よ
う
な
集
団
を
想
定
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
っ
た
問
題
も
出
て
き
て
い
る
。

野
尻
湖
遺
跡
群
の
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
に
つ
い
て
は
高
速
道
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
で
発
見
さ

れ
た
日
向
林
Ｂ
遺
跡
の
調
査
担
当
者
で
あ
る
谷
和
隆
に
よ

っ
て
分
析
、
解
釈
の
論
考
が
あ
る
。

い
っ
ぽ
う
、
同
時
期
に
発
掘
調
査
が
な
さ
れ
た
貫
ノ
木
遺
跡
も
第
３
地
点
に
お
い
て
環
状
ブ

ロ
ッ

ク
群
が
あ
る
こ
と
を
認
定
し
た
が
、
日
向
林
Ｂ
遺
跡

の
よ
う
に
あ
る
意
味
整
然
と
し
た
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
で
は
な
か

っ
た
た
め
、
そ
の
認
定
を
含
め
性
格
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
か

っ
た
。
本

稿
で
は
日
向
林
Ｂ
遺
跡
の
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
と
比
較
し
な
が
ら
、
貫
ノ
木
遺
跡
の
環
状
ブ

ロ
ッ

ク
群
を
検
討
し
、
そ
の
理
解
に
迫
り
た
い
。

一　

野
尻
湖
遺
跡
群
と
日
向
林
Ｂ
遺
跡

。
貫
ノ
木
遺
跡

長
野
県
の
北
端
、
上
水
内
郡
信
濃
町
の
野
尻
湖
底
か
ら
発
見
さ
れ
た
考
古
資
料

（遺
物
）
は

ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
化
石
と
と
も
に
古
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
お
り
、　
一
九
五
三
年
に
は
、
先
土
器

時
代
の
ナ
イ
フ
形
石
器
を
は
じ
め
石
器
類
が
芹
沢
長
介

ｏ
麻
生
優
ら
に
よ

っ
て
紹
介
さ
れ
た
。

一
九
六
二
年
か
ら
野
尻
湖
底
の
発
掘
調
査
が
始
ま
り
、　
一
九
七
六
年
か
ら
は
野
尻
湖
周
辺
で
の

陸
上
発
掘
調
査
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

つ
た
。
そ
し
て

一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
開
発
に
伴
う

事
前
調
査
の
件
数
が
増
え
て
い
っ
た
。

一
九
九
五
年
か
ら

一
九
九
八
年
に
か
け
て
、
野
尻
湖
周
辺
は
発
掘
調
査
の
ラ
ッ
シ
ュ
と
な

っ

た
。
上
信
越
自
動
車
道
建
設
に
と
も
な
う
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
発
掘
調
査
は

″
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非
常

に
大
規
模

で
、
多
大
な
成
果

跡制
　
を
あ
げ
た
。
な
か
で
も
日
向
林
Ｂ

釉
　
遺
跡
に
お
け
る
環
状
プ
ロ
ッ
ク
群

土雄
　

の
発
掘
と
、　
一
遺
跡

で
六
〇
本
も

塗

　

の
斧
形
石
器
が
出
土
し
た
こ
と
で

黒瞑
　
全
国
の
注
目
を
集
め
た
。
い
っぽ

罐
　

う
、
貫
ノ
木
遺
跡
は
高
速
道
路
の

服
　
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ンジ
周
辺
で
あ
っ

湖駆
　
た
た
め
調
査
面
積
も
広
く
、
五
つ

‐
　

の
地
点
か
ら
三
万
七
〇
〇
〇
点
ほ

図
　

ど
の
石
器
を
発
掘
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
両
遺
跡
は
、
野
尻
湖
周
辺
に
分
布
す
る
先
土
器
時
代
遺
跡
群
の
中
に
あ

っ
て
、
南
端
に
位

置
す
る
日
向
林
Ｂ
遺
跡
、
北
西
端
に
位
置
す
る
貫
ノ
木
遺
跡
と
い
っ
た
よ
う
に
遺
跡
群
の
中
で

は
両
極
を
な
す
位
置
に
あ
る
。
ち
な
み
に
両
遺
跡
間
の
距
離
は
四
付
携
で
あ
る

（図
１
）。
ま

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
跡
の
立
地
や
調
査
に
よ
る
概
要
を
み
て
み
よ
う
。

１
　
日
向
林
Ｂ
遺
跡
の
立
地
と
概
要

日
向
林
Ｂ
遺
跡
は
野
尻
湖
の
西
か
ら
南
の
丘
陵
地
帯
に
密
集
す
る
野
尻
湖
遺
跡
群
の
な
か
で

も
東
端
に
位
置
す
る
。
標
高
は
六
五
〇
研
を
測
る
。
遺
跡
の
東
方
に
は
標
高
六
三
六
房
の
沖
積

面
が
広
が

っ
て
お
り
、
ト
レ
ン
チ
調
査
の
結
果
、
遺
跡
の
残
さ
れ
た
当
時
は
湖
沼
で
あ

っ
た
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
、
遺
跡
の
北
西
方
向
は
斜
面
と
な
り
比
高
二
〇
～
二
五
研
で
丘

陵
頂
部
に
至
る
。
日
向
林
Ｂ
遺
跡
は
湖
沼
を
前
面
に
臨
み
、
背
後
に
斜
面
を
も

つ
低
位
の
テ
ラ

ス
上
に
立
地
し
て
い
た
。

上
信
越
自
動
車
道
の
調
査
で
は
上
下
三

つ
の
石
器
文
化
を
検
出
し
た
。
下
層
の
Ｖ
ｂ
層
を
生

活
面
と
推
定
し
、
斧
形
石
器
を
特
徴
と
す
る
日
向
林
Ｉ
石
器
文
化
は
三
〇
の
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
石

器
九
〇
〇

一
点
、
礫
七
四
点
を
検
出
し
た
。
本
稿
で
は
こ
の
Ｉ
石
器
文
化
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
て
み
た
い
。

他
に
上
層
か
ら
は
ナ
イ
フ
形
石
器
を
主
体
と
す
る
石
器
文
化
を
検
出
し
て
い
る
が
、
石
器

ｏ

礫
を
合
わ
せ
て

一
三
〇
点
で

一
ブ

ロ
ッ
ク
が
構
成
さ
れ
る
小
規
模
な
遺
跡
で
あ
る
。
日
向
林
Ｂ

遺
跡
の
周
囲
に
目
を
転
じ
る
と
、
東
に
隣
接
す
る
七

ツ
栗
遺
跡
で
も
二
時
期
の
石
器
文
化
か
ら

合
計
八

ヶ
所

つ
の
プ

ロ
ッ
ク
と
四
基
の
礫
群
が
確
認
さ
れ
た
が
、　
一
〇
〇
点
を
超
え
る
ブ

ロ
ッ

ク
は
ひ
と

つ
だ
け
で
、
全
体
的
に
小
規
模
な
ブ

ロ
ッ
ク
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
丘
陵
上
の
日
向

林
Ａ
遺
跡
で
も
二
つ
の
時
期
の
石
器
文
化
が
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
が
、
最
大
の
プ

ロ
ッ
ク
が
二

七
五
点
、
あ
と
は

一
〇
〇
点
未
満
の
小
規
模
な
ブ

ロ
ッ
ク
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の

二
遺
跡
と
も
に
日
向
林
Ｂ
遺
跡
の
Ｉ
石
器
文
化
と
同
時
期
の
遺
跡
も
な
い
。
こ
れ
ら
の
状
況
か

ら
日
向
林
Ｂ
遺
跡
Ｉ
石
器
文
化
の
九
〇
〇
〇
点
と
い
う
遺
物
量
は
周
囲
に
は
検
出
さ
れ
ず
、　
一

時
期
大
規
模
な
遺
跡
が
形
成
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
、
周
辺
に
は
先
土
器
時
代
を
と
お
し
て
あ
ま

り
大
規
模
な
遺
跡
は
形
成
さ
れ
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
点
が
後
述
す
る
貫
ノ
木
遺
跡
と

は
異
な
る
点
で
あ
ろ
う
。

２
　
貫
ノ
木
遺
跡
の
立
地
と
概
要

貫
ノ
木
遺
跡
は
野
尻
湖
の
南
西
部
に
広
が
る
仲
町
丘
陵
の
ほ
ぼ
最
高
位
に
あ
り
、
上
越
に
注

ぐ
関
川
水
系
と
千
曲
川
に
注
ぐ
鳥
居
川
水
系
の
分
水
嶺
に
あ
た
る
。
遺
跡
の
ひ
ろ
が
り
は
、
丘

陵
に
沿

っ
て
長
軸
約

一
付
加
、
短
軸
約
二
〇
〇
研
と
い
う
広
大
な
面
積
を
も

つ
。
遺
跡
の
標
高

は
七
〇
〇
研
～
七
三
〇
研
と
比
高
差
を
も
ち
、
小
丘
陵
と
低
地
が
入
り
組
ん
だ
複
雑
な
地
形
と

な

っ
て
い
る
。
貫
ノ
木
遺
跡
の
調
査
は
古
く
、　
一
九
八
五
年
か
ら
野
尻
湖
発
掘
調
査
団
に
よ
っ

て
、
そ
の
後
も
信
濃
町
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
事
前
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
、
五
枚
の
文
化
層
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
貫
ノ
木
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
五

つ
の
地
点
を
調
査
し
た
。
遺
跡
の
最
高
地
点
は
第
２
地
点
で
小
高
い
丘
に
な

っ
て
い
る
。
そ
こ

か
ら
小
テ
ラ
ス
が
東

・
西

。
北
と
形
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
地
形
の
変
換
点
を
も
と
に
第
１
地
点
、

第
３
地
点
、
第
４

ｏ
５
地
点
と
呼
称
し
た

。
貫
ノ
木
遺
跡
の
範
囲
は
先
に
も
述
べ
た
と
お
り

広
大
で
、
各
地
点
は
通
常
の
遺
跡
と
ほ
ぼ
同
等
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

貫
ノ
木
遺
跡
で
は
三
万
年
前
か
ら
の
各
期
の
文
化
層

（石
器
文
化
）
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

野
尻
湖
周
辺
で
は
三
万
年
前
か
ら

一
万
数
千
年
前
ま
で
の
間
に
ロ
ー
ム
層
の
堆
積
が
平
均

一
・

"



五
研
ほ
ど
あ
り
、
そ
の
間
に
石
器
群
は
上
下
差
を
も

っ
て
出
土
す
る
た
め
、
石
器
群
の
単
位
は

平
面
分
布
と
垂
直
分
布
の
ま
と
ま
り
で
と
ら
え
て
い
く
。
し
か
し
各
期
の
石
器
群
が
集
中
し
、

重
複
す
る
と
平
面
的
、
垂
直
的
に
も
そ
れ
ぞ
れ
を
本
来
の
帰
属
時
期
を
分
別
す
る
こ
と
が
困
難

に
な
る
。
貫
ノ
木
遺
跡
は
石
器
文
化
の
ま
と
ま
り
の
単
位
を
と
ら
え
る
こ
と
が
困
難
で
あ

っ
た
。

し
か
し
そ
れ
は
貫
ノ
木
遺
跡
が
先
土
器
時
代
の
各
時
期
を
通
し
て
遺
跡
が
残
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
調
査
で
は
　
貫

ノ
木
遺
跡
第
１
地
点
で
は
ブ

ロ
ッ
ク

一
三
か
所
、
礫
群

一
一
基
が
確
認
さ
れ
、
石
器
二
九
八
七
点
、
礫
六
六
五
点
が
出
土
し
た
。
第

２
地
点
で
は
ブ

ロ
ッ
ク

一
〇
〇
か
所
、
礫
群
六
〇
基
が
確
認
さ
れ
、
石
器
九
二
九
九
点
、
礫
五

七
八
九
点
が
出
土
し
た
。
第
３
地
点
は
ブ

ロ
ッ
ク
三
八
か
所
、
礫
群

一
五
基
が
確
認
さ
れ
、
石

器
八
七
九
五
点
、
礫

一
七
六
四
点
が
出
土
し
た
。
第
４
地
点
は
ブ

ロ
ッ
ク

一
〇
〇
か
所
、
礫
群

五
〇
基
が
確
認
さ
れ
、
石
器

一
三
二
〇
六
点
、
礫
三

一
〇
七
点
が
出
土
し
た
。
第
５
地
点
は
ブ

ロ
ッ
ク
二
〇
か
所
、
が
確
認
さ
れ
、
石
器
二
八
三
七
点
が
出
土
し
た
。
５

つ
の
地
点
か
ら
計
三

七

一
二
四
点
の
石
器
と
、
二
七

一
か
所
の
ブ

ロ
ッ
ク
と
い
う
莫
大
な
量
を
出
土
し
た
。
報
告
書

で
は
斧
形
石
器

。
砥
石

。
ナ
イ
フ
形
石
器

。
台
形
石
器
に
よ

っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
Ｉ
石
器
文

化
、
ナ
イ
フ
形
石
器
が
主
体
を
し
め
る
Ⅱ
石
器
文
化
、
槍
先
形
尖
頭
器
を
も

つ
Ⅲ
石
器
文
化
、

そ
の
Ⅲ
石
器
文
化
は
さ
ら
に
槍
先
形
尖
頭
器
の
あ
り
方
か
ら
三
細
分
し
、
合
計
五

つ
の
石
器
文

化
を
認
定
し
た
。

斧
形
石
器
を
も

つ
Ｉ
石
器
文
化
が
本
稿
の
対
象
と
な
る
石
器
文
化
で
あ
る
が
、
各
地
点
の
石

器
文
化
を
み
る
と
第
１
地
点
が
三
ブ

ロ
ッ
ク
九
六

一
点
、
第
２
地
点
が

一
四
ブ

ロ
ッ
ク

一
一
八

六
点
、
第
３
地
点
が
三
二
ブ

ロ
ッ
ク
七
五
三
二
点
、
第
４
地
点
が
四
七
ブ

ロ
ッ
ク
七
九

一
五
点

で
あ
る
。
第
５
地
点
で
は
斧
形
石
器
を
有
す
る
が
Ｉ
石
器
文
化
に
後
続
す
る
石
器
文
化
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
と
し
て
と
ら
え
、
分
析
の
対
象
と
し
た
遺
跡
は
第
３
地

点
で
あ
る
が
、
そ
の
周
囲
に
も
相
当
数
の
同
時
期
に
当
た
る
ブ

ロ
ッ
ク
が
存
在
し
て
い
て
、
日

向
林
Ｂ
遺
跡
の
周
囲
に
同
時
期
の
遺
跡
が
な
く
、
そ
れ
以
降
の
遺
跡
も
小
規
模
で
あ
る
の
に
対

し
、
貫
ノ
木
遺
跡
の
場
合
は
各
期
に
わ
た

っ
て
遺
跡
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

貫
ノ
木
遺
跡
の
第
３
地
点
は
西
向
き
の
テ
ラ
ス
上
に
位
置
す
る
。
前
面
に
黒
姫
山
を
の
ぞ
み
、

眼
下
に
は
現
在
信
越
線
が
通
る
池
尻
川
低
地
が
広
が
る
が
、
仲
町
丘
陵
は
こ
の
五
万
年
間
で
五

〇
肝
も
隆
起
し
て
い
る
た
め
、
現
在
の
地
形
よ
り
三
万
年
前
の
地
形
は
比
高
が
緩
や
か
で
あ

っ

た
が
、
第
３
地
点
の
テ
ラ
ス
か
ら
低
地
ま
で
に
は
西
岡
Ａ
遺
跡
の
乗
る
テ
ラ
ス
が
存
在
す
る
こ

と
か
ら
、
第
３
地
点
の
立
地
は
、
日
向
林
Ｂ
遺
跡
の
低
地
か
ら
す
ぐ
上
の
テ
ラ
ス
よ
り
も
上
位

に
位
置
す
る
テ
ラ
ス
で
あ
る
と
い
え
る
。

二
遺
跡
を
遺
跡
立
地
、
周
辺
遺
跡
の
形
成
と
い
う
点
で
比
較
し
て
み
る
と
、
低
位
の
テ
ラ
ス

に
立
地
し
、
周
辺
に
は
あ
ま
り
遺
跡
が
頻
繁
に
形
成
さ
れ
な
か

っ
た
日
向
林
Ｂ
遺
跡
。
中
位
の

テ
ラ
ス
に
立
地
し
周
辺
に
は
同
時
期
さ
ら
に
は
各
時
期
に
わ
た
る
遺
跡
が
形
成
さ
れ
た
貫
ノ
木

遺
跡
は
明
瞭
な
違
い
を
示
し
て
い
る
。

二
　
遺
物
分
布
状
況
の
検
討

日
向
林
Ｂ
遺
跡
で
は
直
径
約
二
五
肝
の
範
囲
に
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
が
認
定
さ
れ
た
。
い
っ
ぽ

う
貫
ノ
木
遺
跡
第
３
地
点
で
抽
出
さ
れ
た
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
は
直
径
五
〇
研
に
よ
び
、
日
向
林

Ｂ
遺
跡
の
三
倍
の
直
径
を
も

つ
。
こ
の
二

つ
の
大
き
さ
の
違
い
は
い
っ
た
い
何
を
反
映
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
環
状
に
配
置
さ
れ
た
プ

ロ
ッ
ク
群
の
形
成
が
同
時
期
で
あ

っ
た
こ
と

を
示
す
根
拠
は
接
合
関
係
や
同

一
母
岩

（個
体
）
の
共
有
で
あ
る
。
日
向
林
Ｂ
遺
跡
お
よ
び
貫

ノ
木
遺
跡
で
も
接
合
線
に
よ

っ
て
そ
の
同
時
性
が
保
証
さ
れ
た
ブ

ロ
ッ
ク
群
を
抽
出
す
る
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
ら
が
環
状
を
呈
し
て
い
た
。
日
向
林
Ｂ
遺
跡
で
は
環
状
に
め
ぐ
る
ブ

ロ
ッ
ク
群

の
抽
出
は
そ
の
平
面
分
布
を
み
て
も
比
較
的
容
易
に
判
断
が
で
き
る
。
さ
ら
に
そ
の
周
辺
に
複

数
の
ブ

ロ
ッ
ク
群
が
存
在
す
る
。
ま
た
貫
ノ
木
遺
跡

で
は
接
合
線
に
よ
り
環
状
の
プ

ロ
ッ
ク
群

が
抽
出
で
き
る
が
、
そ
の
周
辺
に
も
ブ

ロ
ッ
ク
群
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
両
遺
跡
の
詳
細
な

検
討
を
進
め
る
に
当
た

っ
て
、
ま
ず
、
平
面
分
布
と
垂
直
分
布
に
再
検
討
を
加
え
、
グ
ル
ー
ピ

ン
グ
を
お
こ
な
い
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
の
細
か
い
単
位
を
と
ら
え
る
こ
と
を
試
み
て
み
る
。

１
　
石
器
の
出
土
状
況

０
　
日
向
林
Ｂ
遺
跡
の
ブ

ロ
ッ
ク
群

（図
２
）

日
向
林
Ｂ
遺
跡
の
日
向
林
Ｉ
石
器
文
化
か
ら
は
三
〇

ヶ
所
の
ブ

ロ
ッ
ク
が
検
出
さ
れ
て
い
る
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二つの環状プロック群

が
、
こ
れ
ら
の
ブ

ロ
ッ
ク
は
谷
和
隆
に
よ
り
環
状
配
列
プ

ロ
ッ
ク
群
、
中
央
ブ

ロ
ッ
ク
群
、
環

状
外
ブ

ロ
ッ
ク
群
に
分
け
ら
れ
、
環
状
外
ブ

ロ
ッ
ク
群
は
さ
ら
に
平
面
的
に
三
分
さ
れ
て
い
る
。

以
下
に
示
す
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

グ
ル
ー
プ
ー
　
環
状
配
列
ブ

ロ
ッ
ク
群
で
Ｂ
Ｌ

一
～
Ｂ
Ｌ

一
五
の

一
五
ブ

ロ
ッ
ク
。

グ
ル
ー
プ
２
　
中
央
ブ

ロ
ッ
ク
群
で
Ｂ
Ｌ

一
六
～
Ｂ
Ｌ
二
〇
の
五
ブ

ロ
ッ
ク
。

グ
ル
ー
プ
３
　
環
状
外
ブ

ロ
ッ
ク
群
の
う
ち
環
状
配
列
ブ

ロ
ッ
ク
群
の
東
方
に
位
置
す
る
Ｂ

Ｌ
二

一
～
Ｂ
Ｌ
二
三
の
三
ブ

ロ
ッ
ク
。

グ
ル
ー
プ
４
　
環
状
外
ブ

ロ
ッ
ク
群
の
う
ち
環
状
配
列
ブ

ロ
ッ
ク
群
に
接
し
て
い
る
Ｂ
Ｌ
二

四
～
Ｂ
Ｌ
三
〇
の
七
ブ

ロ
ッ
ク
。

グ
ル
ー
プ
ー
の
環
状
に
配
置
し
て
い
る

一
五
の
ブ

ロ
ッ
ク
は
連
鎖
し
て
い
る
も
の
と
ブ

ロ
ッ

ク
間
に
や
や
遺
物
の
空
隙
が
見
て
と
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
ー
を
細
分
し
て
Ｂ
Ｌ

一
～

Ｂ
Ｌ
五
を

一
Ａ
、
Ｂ
Ｌ
六
～
Ｂ
Ｌ
八
を

一
Ｂ
、
Ｂ
Ｌ
九
～
Ｂ
Ｌ

一
五
を

一
Ｃ
と
す
る
。

で
は
、
こ
れ
ら
三
〇
の
ブ

ロ
ッ
ク
群
の
出
土
層
位
を
み
て
み
よ
う
。
日
向
林
Ｉ
石
器
文
化
と

認
定
さ
れ
た
遺
物
群
は
第
Ｉ
層
か
ら
第
Ⅵ
層
ま
で
出
土
し
て
い
る
。

表
１
に
プ

ロ
ッ
ク
別
の
石
器
出
土
層
位
を
示
し
た
。
全
体
的
に
は
Ｖ
層
出
土
が
六

八
〇
〇
点
余
で
七
五
幹
を
占
め
、
Ⅳ
層
出
土
は

一
七
三
二
点

（
一
九
幹
）
と
激
減
す
る
、

Ｖ
層
に
出
土
の
中
心
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

で
は
プ

ロ
ッ
ク
ご
と
に
出
土
層
位
の

差
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
出
土
層
位
の
比
率
を
み
る
と
五

つ
に
分
け
ら
れ
る
。

１
類
　
ｖ
ｂ
層
か
ら
の
出
土
が

一
番
多
く
四
〇
絆
以
上
を
占
め
る
。　
一
一
ブ

ロ
ッ

カン
。２

類
　
Ｖ
ｂ
層
が
四
〇
絆
だ
が
、
Ｖ

ａ
層
も
四
〇
で
を
越
え
る
。
三
ブ

ロ
ッ
ク
。

３
類
　
ｖ

ａ
層
が
四
〇
絆
以
上
と
、
最
も
多
い
。
三
ブ

ロ
ッ
ク
。

４
類
　
Ⅳ
層
が
四
〇
で
以
上
と
、
最
も
多
い
。
四
ブ

ロ
ッ
ク
。

５
類
　
Ⅳ
～
Ｖ
ｂ
層
ま
で
各
層
二
〇
～
三
〇
で
代
で
ピ
ー
ク
が
明
確
に
出
ず
、
垂

直
分
布
と
し
て
は
、
比
較
的
散
漫
な
分
布
を
示
し
て
い
る
。
九
ブ

ロ
ッ
ク
。

環
状
配
列
ブ

ロ
ッ
ク
群
と
中
央
ブ

ロ
ッ
ク
群
に
あ
た
る
グ
ル
ー
プ
ー

。
２
は
、
ｌ

ｏ

２

ｏ
５
類
で
構
成
さ
れ
る
。
５
類
の
ブ

ロ
ッ
ク
も
、
四
〇
ギ
以
上
の
値
を
示
さ
な
い

が
Ｂ
Ｌ
５
の

一
ブ

ロ
ッ
ク
を
の
ぞ
き
Ｖ

ａ
層
か
Ｖ
ｂ
層
に
ピ
ー
ク
が
認
め
ら
れ
る
。
グ
ル
ー
プ

ー

ｏ
２
は
ほ
ぼ
均
質
に
Ｖ
層
を
主
体
と
し
た
出
土
層
位
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

い
っ
ぽ
う
、
外
縁
部
の
２
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
群
は
３

●
４
類
が
目
立
ち
や
や
層
位
的
に
上
位
に

位
置
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
当
該
期
の
特
徴
を
示
す
斧
形
石
器
や
台
形
石
器
が
含

ま
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
と
外
縁
部
ブ

ロ
ッ
ク
群
に
は
接
合
関
係
が
あ
り
、
共

時
性
が
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
出
土
層
が
や
や
上
位
に
あ
り
、
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
と
は
若
千
異

な
る
遺
物
の
遺
存
状
態
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
の
規
模
も
確
認
し
て
お
こ
う
。
こ
こ
で
は
出
土
点
数
で
三
つ
に
分
け
て
み
る
。　
一

〇
〇
点
未
満
の
小
規
模
ブ

ロ
ッ
ク
を
Ａ
類
、　
一
〇
〇
点
以
上
五
〇
〇
点
未
満
の
中
規
模
プ

ロ
ッ

ク
を
Ｂ
類
、
五
〇
〇
点
以
上
の
大
規
模
ブ

ロ
ッ
ク
を
Ｃ
類
と
し
て
、
日
向
林
Ｂ
遺
跡
の
各
ブ

ロ
ッ

ク
を
み
る
と
グ
ル
ー
プ
ー
の
環
状
配
列
ブ

ロ
ッ
ク
群
は
中
規
模
の
Ｂ
類
を
中
心
と
し
な
が
ら
も

一
部
Ｂ
Ｌ

一
一
、　
〓

一の
よ
う
に
Ｃ
類
も
み
ら
れ
る
。　
一
方
グ
ル
ー
プ
２
の
中
央
ブ

ロ
ッ
ク
群
　
　
一ん

は
Ｃ
類
主
体
で
あ
り
、
相
対
的
に
環
状
配
列
ブ

ロ
ッ
ク
群
の
よ
り
中
央
ブ

ロ
ッ
ク
群
が
大
規
模
、

図 2 日向林 B遺跡のプロック配置



蜀
数占

（
土出 率比 出土層位

グループ
プロック

規  模I・ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Va Vb Ⅵ 合計 10Ⅱ Ⅲ Ⅳ Va Vb Ⅵ の 類 型

BL l 1類 lA B類
BL2 1サ額 lA B類
BL3 1,績 lA A類
BL4 1類 lA A類
BL5 lA B類
BL6 5 lB A類
BL 7 1 1ク績 lB B類
BL 8 1 5類 lB B類
BL 9 1 5類 lC B類
BL10 2類 lC B類
BLll 1 1類 lC C類
BL12 1 2類 lC C類
BL13 5類 lC A類
BL14 1,演 lC B類
BL15 5類 lC B類
BL16 1 2類 C薙
BL17 1 1ク讀 C
BL18 1 1類 C類
BL19 B類
BL20 1 C類
BL21 2 4夕潰 A類
BL22 1 1 4類 C類
BL23 1 1 3類 A類
BL24 1 7 1夕額 A類
BL25 3類 A類
BL26 1 1 1 1 A類
BL27 5掏 A類
BL28 5類 A類
BL29 A類
BL30 1 A類
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表 1 日向林 B遺跡石器出土層位

遺
物
の
密
度
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。
外
縁
部
の
グ
ル
ー
プ
３

ｏ
４
は
Ｂ
Ｌ
三
二
を
除
き
、
小
規

模
ブ

ロ
ッ
ク
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
日
向
林
Ｂ
遺
跡

の
環
状
プ

ロ
ッ
ク
群
は
、
石
器
プ

ロ
ッ
ク

の
規
模
か
ら
す
れ
ば
、
中
央
ブ

ロ
ッ
ク
群
か
ら
環
状
配
列
ブ

ロ
ッ
ク
群
、
そ
し
て
外
縁
部
の
ブ

ロ
ッ
ク
群

へ
と
中
心
か
ら
外
に
向
か

っ
て
規
模
が
小
さ
く
な

っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

②
　
貫
ノ
木
遺
跡
第
３
地
点
の
ブ

ロ
ッ
ク
群

（図
３
）

貫
ノ
木
遺
跡
第
３
地
点
Ｉ
石
器
文
化
の
検
討
に
入
ろ
う
。
貫
ノ
木
遺
跡
第
３
地
点
で
は
三
八

か
所
の
ブ

ロ
ッ
ク
を
認
定
し
た
。
遺
物
層
点
数
は
石
器
八
七
九
五
点
、
礫

一
七
六
四
点
で
あ
る
。

報
告
書
で
は
、
ブ

ロ
ッ
ク
群
の
平
面
的
分
布
状
況
を
南
か
ら
五

つ
に
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
を
し
た
。

今
回
、
日
向
林
Ｂ
遺
跡
の
環
状
プ

ロ
ッ
ク
群
と
の
比
較
検
討
を
有
効
に
お
こ
な
う
た
め
、
以
下

図 3 貫ノ木遺跡第 3地点のプロック配置
2δ



の
よ
う
に
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
を
再
構
成
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ー
　
環
状
配
列
ブ

ロ
ッ
ク
群
で
、
Ｂ
Ｌ
三
〇

一
一
～
三
〇
二
〇
、

Ｂ
Ｌ
三
〇
二
六

・
三
〇
二
七
、
Ｂ
Ｌ
三
〇
三
〇
～
三
〇
三

二
の
計

一
五
プ

ロ
ッ
ク
。

グ
ル
ー
プ
２
　
中
央
プ

ロ
ッ
ク
群
で
、
Ｂ
Ｌ
三
〇
二

一
～
三
〇
二
五
三
二

〇
二
八
豊
一〇
二
九
の
七
ブ

ロ
ッ
ク
。

グ
ル
ー
プ
３
　
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
の
北
側
外
縁
部
に
接
し
て
形
成
さ
れ
た

ブ

ロ
ッ
ク
群
で
、
Ｂ
Ｌ

二
〇
三

二
～
三
〇
三
八
の
六
ブ
ロ
ッ

カ
ノ
。

グ
ル
ー
プ
４
　
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
の
南
側
外
縁
部
に
接
し
て
形
成
さ
れ
た

ブ

ロ
ッ
ク
群
で
、
Ｂ
Ｌ
三
〇
〇
九
豊
一〇

一
〇
の
ニ
ブ

ロ
ッ

ヵ
ノ
。

グ
ル
ー
プ
５
　
地
点
南
半
部
に
独
立
し
て
形
成
さ
れ
た
ブ

ロ
ッ
ク
群
で
Ｂ

Ｌ
三
〇
〇
二
～
三
〇
〇
八
の
七
ブ

ロ
ッ
ク
。

グ
ル
ー
プ
６
　
地
点
南
端
の
単
独
ブ

ロ
ッ
ク
で
Ｂ
Ｌ
三
〇
〇

一
。

こ
の
第
３
地
点
も
グ
ル
ー
プ
ー

ｏ
２
の
環
状
プ

ロ
ッ
ク
群
と
グ
ル
ー
プ
３

以
降
の
外
縁
部
の
ブ

ロ
ッ
ク
群
で
構
成
さ
れ
る
点
は
日
向
林
Ｂ
遺
跡
と
よ
く

似
て
い
る
。

ブ

ロ
ッ
ク
ご
と
の
出
土
層
位
を
表
２
に
示
し
た
。
貫
ノ
木
遺
跡
第
二
地
点

の
場
合
、
狭
い
テ
ラ
ス
状
の
地
形
で
、
土
層
の
堆
積
が
全
体
的
に
薄
か

っ
た

た
め
、
土
層
断
面
図
で
は

ａ
・
ｂ

・
ｃ
に
分
層
で
き
る
が
、
遺
物
取
り
上
げ

で
は
分
け
て
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
Ｖ
層

一
括
で
取
り
上
げ
た
。
全

体
的
に
は
Ｖ
層
出
土
三
二
六
八
点

（
四

一
幹
）
、
Ⅳ
層
出
土
が
二
九

一
八
点

Ｔ
三
絆
）、
Ⅲ
層
出
土
が
二

一
二
九
点

（一
一四
絆
）
出
土
し
て
お
り
、
日
向
林

Ｂ
遺
跡
の
Ｖ
層
出
土
が
七
〇
絆
代
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
第
３
地
点

は
明
ら
か
に
Ⅲ

・
Ⅳ
層
出
土
遺
物
が
多
い
。
プ

ロ
ッ
ク
ご
と
の
出
土
層
位
は
、

以
下
の
よ
う
に
類
型
化
で
き
る
。

二つの環状プロック群

表 2 貫ノ木遺跡第 3地点石器出土層位

蜀
数点土出 率 プロック

の傾斜度

出土層位

の 類 型
グループ

プロック

規  模I・ Ⅱ Ⅲ Ⅳ V Ⅵ 合計 I・ Ⅱ Ⅲ Ⅳ V Ⅵ

不 明 A類
不 明 A類

A類

5類 A類
5類 A類

3006 2 3類 A類
1,浪 B類
1類 A類

3009 7類 A類
5類 A
5類 A
1,額 B類

5 3類 A類
1 1 B

B
1 5類 B寿

2類 1 B類
3018 1 B

3衡 B
3020 5 3類 1 C類

1夕頂 B類
3022 3類 B類

1,讀 B類
1 1,預 B

3025 1類 B
3026 3類 B

1う額 B
3028 1,浪 B類
3029 1,頭 A類

5類 1 B類
1,濃 C
1う額 1 B

3033 5類 A類
A
B

5類 B類
7類 B類
5類 C類
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１
類
　
Ｖ
層
出
土
が
最
も
多
く
、
四
〇
絆
を
越
え
る
。　
一
四
プ

ロ
ッ
ク
。

２
類
　
Ｖ
層
と
Ⅳ
層
の
出
土
が
ほ
ぼ
等
し
い
。　
一
プ

ロ
ッ
ク
。

３
類
　
Ⅳ
層
出
土
が
最
も
多
く
、
四
〇
絆
を
越
え
る
。
七
ブ

ロ
ッ
ク
。

４
類
　
Ⅳ
層
と
Ⅲ
層
の
出
土
が
ほ
ぼ
等
し
い
。　
一
ブ

ロ
ッ
ク
。

５
類
　
Ⅲ
層
出
土
が
最
も
多
く
、
四
〇
イ
を
越
え
る
。　
〓

一ブ

ロ
ッ
ク
。

６
類
　
Ｉ

。
Ⅱ
層
出
土
が
最
も
多
く
、
四
〇
幹
を
越
え
る
。　
一
ブ

ロ
ッ
ク
。

７
類
　
Ｉ

。
Ⅱ
層

。
Ⅲ
層

・
Ⅳ
層

。
Ｖ
層
と
各
層
か
ら
二
〇
絆
ほ
ど
出
土
し
、
ピ
ー
ク
が
認

め
ら
れ
な
い
。
ニ
ブ

ロ
ッ
ク
。

七
類
に
分
か
れ
た
出
土
層
類
型
を
先
に
分
け
た
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

環
状
配
列
ブ

ロ
ッ
ク
群
の
グ
ル
ー
プ
ー
は
１
類
か
ら
５
類
ま
で
、

つ
ま
り
Ｖ
層
主
体
の
ブ

ロ
ッ

ク
か
ら
Ⅲ
層
が
主
体
の
ブ

ロ
ッ
ク
ま
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
る
。
い
っ
ぽ
う
中
央
ブ

ロ
ッ

ク
群
と
し
た
グ
ル
ー
プ
２
は
こ
の
第
３
地
点
も
１
類
の
Ｖ
層
出
土
が
多
い
傾
向
に
あ
る
が
、
圧

倒
的
に
Ｖ
層
に
集
中
し
て
い
た
日
向
林
Ｂ
遺
跡
に
比
べ
、
貫
ノ
木
遺
跡
は
Ⅳ
層
や
Ⅲ
層
の
出
土

も
多
い
点
が
大
き
く
異
な
る
。

貫
ノ
木
第
３
地
点
は
南
北
に
長
い
西
向
き
の
中
位
の
テ
ラ
ス
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
は
先
に
述

べ
た
。
全
体
的
に
西
向
か

っ
て
の
傾
斜
が
あ
る
。
そ
し
て
テ
ラ
ス
の
な
か
で
も
東
よ
り
は
安
定

し
て
い
て
、
垂
直
分
布
を
み
て
も
水
平
堆
積
に
近
い
が
、
西
よ
り
に
な
る
と
斜
面
に
向
か

っ
て

傾
斜
が
き

つ
く
な
る
。
土
の
移
動
と
と
も
に
遺
物
の
拡
散
が
大
き
い
こ
と
が
十
分
に
想
定
さ
れ

る
。
そ
こ
で
表
２
の
な
か
で
、
ブ

ロ
ッ
ク
遺
物
の
垂
直
分
布
の
傾
斜
度
を
測
定
し
て
み
た
。
ほ

ぼ
水
平
の
も
の
か
ら

一
五
度
前
後
ま
で
報
告
書
の
垂
直
分
布
図
か
ら
測
定
し
た
。
全
体
傾
向
と

し
て
出
土
層
位
類
型
１
類
は
傾
斜
度

一
〇
度
未
満
の
も
の
が
多
く
、
よ
り
上
層
出
土
の
多
い
５

類
に
な
る
と

一
五
度
前
後
の
値
が
多
く
な
り
、
傾
斜
度
が
き

つ
く
な
る
ほ
ど
上
層
遺
物
が
多
い

と
い
う
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
貫
ノ
木
第
３
地
点
は
、
遺
跡
の
形
成
さ
れ
た
地
形
上
の
点

か
ら
遺
物
の
自
然
に
よ
る
上
下
動
が
影
響
し
、
石
器
の
出
土
層
位
が
上
層
に
ま
で
及
ん
で
い
る

可
能
性
は
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
っ
ぽ
う
で
槍
先
形
尖
頭
器
や
円
形
掻
器
な
ど
、
Ｉ

石
器
文
化
に
は
伴
い
そ
う
も
な
い
石
器
が
み
ら
れ
、
複
数
の
石
器
文
化
が
重
複
し
て
い
る
存
在

し
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
が
、
そ
の
量
は
多
く
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
現
状
で
は
結
論
は

出
せ
な
い
が
、
日
向
林
Ｂ
遺
跡
に
比
べ
、
貫
ノ
木
遺
跡
第
３
地
点
は
同
じ
Ｉ
石
器
文
化
で
あ
り

な
が
ら
も
、
石
器
出
土
層
位
が
厚
く
、
上
層
ま
で
達
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

ブ

ロ
ッ
ク
規
模
に
つ
い
て
は
、
日
向
林
Ｂ
遺
跡
と
同
様
の
基
準
で
分
け
た
。
グ
ル
ー
プ
ー
の

環
状
配
列
ブ

ロ
ッ
ク
群
で
は
大
規
模
な
Ｃ
類
が
二
、
中
規
模
Ｂ
類
が

一
一
、
小
規
模
Ａ
類
が
二
、

グ
ル
ー
プ
２
の
中
央
ブ

ロ
ッ
ク
群
で
は
Ｂ
Ｌ
三
〇
二
九
が
Ａ
類
の
ほ
か
は
Ｂ
類
で
あ

っ
た
。
た

だ
、
Ｂ
Ｌ
三
〇
二
九
は
調
査
区
の
隅
に
あ
り
、
完
掘
し
て
い
な
い
た
め
、
規
模
の
基
準
に
は
な

ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
外
縁
部
に
あ
た
る
グ
ル
ー
プ
３
～
６
は
小
規
模
な
Ａ
類
が
多
か

っ
た
。

日
向
林
Ｂ
遺
跡
と
比
較
す
る
と
、
大
規
模
な
Ｃ
類
が
中
央
ブ

ロ
ッ
ク
群
を
構
成
す
る
の
に
対
し
、

貫
ノ
木
遺
跡
の
中
央
ブ

ロ
ッ
ク
群
は
必
ず
し
も
大
規
模
で
は
な
く
、
環
状
配
列
プ

ロ
ッ
ク
群
に

大
規
模
ブ

ロ
ッ
ク
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
異
な
っ
た
様
相
を
示
し
て
い
る
。

２
　
礫
の
出
土
状
況

０
　
日
向
林
Ｂ
遺
跡

次
に
礫
の
出
土
状
況
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
日
向
林
Ｂ
遺
跡
で
は
全
体
で
七
四
点
し
か
な

く
、
ま
た
ブ

ロ
ッ
ク
内
で
も
ま
と
ま
る
様
子
は
な
い
。
ほ
と
ん
ど
が
数
点
で
、
五
点
以
上
を
出

土
し
た
ブ

ロ
ッ
ク
は
Ｂ
Ｌ
二

（五
点
）、
Ｂ
Ｌ
九

（六
点
）、
Ｂ
Ｌ

一
一
（
一
一
点
）、
Ｂ
Ｌ

一
二

（八
点
）
で
あ
る
。
最
大
の
礫
は
四
ｏ九
五
劣
“
で
、　
一
劣
節
を
越
え
る
大
型
礫
は
六
点
で
、
多
く

が
小
礫
で
あ
る
。
焼
け
た
と
考
え
ら
れ
る
赤
化
礫
も

一
〇
点
余
と
少
な
く
、
火
処
を
想
定
す
る

よ
う
な
遺
構
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
礫
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
貫
ノ
木
遺
跡
と
の
大

き
な
違
い
と
し
て
、
礫
群
も
し
く
は
赤
化
礫
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
の
が
日
向
林
Ｂ
遺
跡
の

Ｉ
石
器
文
化
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

②
　
貫
ノ
木
遺
跡

貫
ノ
木
遺
跡
第
３
地
点
で
は

一
五
基
の
礫
群
が
確
認
さ
れ
た
。
礫
群
は
石
器
プ

ロ
ッ
ク
に
比

べ
遺
物
の
上
下
動
が
少
な
い
た
め
石
器
文
化
の
生
活
面
の
層
準
を
推
定
す
る
の
に
役
立

つ
面
を

も

っ
て
い
る
。
石
器
と
礫
群
の
関
係
は
ブ

ロ
ッ
ク
の
主
体
と
な
す

レ
ベ
ル
よ
り
も
礫
群
の
レ
ベ

ル
の
方
が
下
に
な
る
こ
と
が
従
来
の
調
査
か
ら
経
験
的
な
知
見
と
し
て
得
ら
れ
て
い
る
。
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二つの環状プロック群

そ
れ
ら
の
中
心
と
な
る
出
土
層
位
で
み
て
い
く
と
、
Ｉ
石
器
文
化
に
対
応
す
る
で
あ
ろ
う
Ｖ

層
の
礫
群
は
三
基
で
、
他
の

一
二
基
は
上
層
で
あ
る
Ⅲ
～
Ⅳ
層
が
出
土
の
主
体
と
な
る
。
三
基

の
礫
群
は
他
の

一
二
基
と
比
べ
、
礫
構
成
に
違
い
が
見
ら
れ
た
。
点
数
が
少
な
く
、
大
型
礫
が

多
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
礫
群
自
身
の
使
用
の
あ
り
方
に
Ｉ
石
器
文
化
と
上
層
の
礫
群
と
は
違

い
が
見
い
だ
せ
る
。
石
器
ブ

ロ
ッ
ク
よ
り
上
層
に
同
時
期
の
礫
群
は
通
常
な
い
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
Ⅲ
～
Ⅳ
層
に
相
当
す
る
石
器
文
化
の
石
器
ブ

ロ
ッ
ク
が
こ
の
第
３
地
点
に
も
あ

っ
た
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。
石
器
ブ

ロ
ッ
ク
の
垂
直
分
布
か
ら
は
明
瞭
に
上
層
の
石
器
文
化
が
ど
の
ブ

ロ
ッ

ク
で
あ
る
の
か
を
分
離
は
で
き
な
か

っ
た
が
、
Ｉ
石
器
文
化
に
は
組
成
し
な
い
槍
先
形
尖
頭
器

が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
上
層
の
石
器
文
化
の
重
複
を
こ
の
第
３
地
点
で
は
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
先
に
も
述
べ
た
。
礫
群
の

一
五
基
は
こ
の
第
３
地
点
の
北
側
に
偏
る
分
布

を
示
す
。
ブ

ロ
ッ
ク
の
グ
ル
ー
プ
で
み
れ
ば
環
状
配
列
ブ

ロ
ッ
ク
群
の
グ
ル
ー
プ
ー
北
半
、
中

央
ブ

ロ
ッ
ク
群
の
北
寄
り

一
部
と
グ
ル
ー
プ
３
に
あ
た
る
。
Ｉ
石
器
文
化
に
相
当
す
る
三
基
の

礫
群
は
Ｂ
Ｌ
三
〇
三

一
。
三
〇
三
二
と
平
面
的
に
重
な
る
。
貫
ノ
木
遺
跡
で
は
環
状
配
列
ブ

ロ
ッ

ク
群
の
グ
ル
ー
プ
ー
の

一
部
に
礫
群
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

〓
一　
石
材
構
成
の
検
討

前
節
で
は
石
器
ブ

ロ
ッ
ク
や
、
礫

ｏ
礫
群
の
分
布
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
こ
こ
で
は
、
ブ

ロ
ッ
ク
、
ブ

ロ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
の
石
材
構
成
を
検
討
し
て
み
る
。
野
尻
湖
遺
跡
群
で
は
数
多
く

の
石
材
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
日
向
林
Ｂ
遺
跡
で
は

一
三
種
類
、
貫
ノ
木
遺
跡
で
は
二

一
種
類

の
石
材
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
傾
向
を
把
握
す
る
目
的
の
た
め
、
両
遺
跡
と
も

一
〇
点
以

下
の
少
数
石
材
は
検
討
の
対
象
か
ら
は
は
ず
す
こ
と
に
し
た
。
さ
ら
に
今
回
は
斧
形
石
器
お
よ

び
剥
片
石
器
を
分
析
の
対
象
と
す
る
た
め
、
大
形
石
器
の
石
材
で
あ
る
安
山
岩
と
砂
岩
も
少
数

石
材
と
と
も
に
は
ず
し
た
結
果
、
日
向
林
Ｂ
遺
跡
で
は
六
種
の
石
材

（黒
耀
石
、
無
斑
晶
質
安
山

岩
、
玉
髄
、
蛇
紋
岩
、
珪
質
頁
岩
、
凝
灰
岩
）
を
対
象
と
し
た
。
ま
た
、
貫
ノ
木
遺
跡

で
は
九
種

（日
向
林
Ｂ
の
六
種
の
ほ
か
に
頁
岩
、
珪
質
凝
灰
岩
、
チ
ャ
ー
ト
）
を
対
象
と
し
た
。

日
向
林
Ｂ
遺
跡
の
主
要
石
材
を
表
３
に
示
し
た
。
圧
倒
的
に
黒
耀
石
が
多
く
六
四
四
五
点
で

全
体
の
七
二
絆
、

つ
い
で
玉
髄
が

一
九
〇
〇
点
で
三
二
絆
、
二
番
目
の
石
材
と
し
て
無
斑
品
質

表 3 日向林 B遺跡主要石材の構成

グ

ル

ー
プ

プ

ロ

ッ
ク

主要石材の出土点数 主要石材の出土比率

黒

曜

石

玉

　

髄

無
斑
品
質

安

山

岩

蛇

紋

岩

頁 珪

岩 質

凝

灰

岩

総

点

数

黒

曜

石

玉

　

髄

無
斑
品
質

安

山

岩

蛇

紋

岩

頁 珪

岩 質

凝

灰

岩

lA BL l 27_4

lA BL 2
lA L3 8 1

lA L4
lA BL 5
lB BL 6
lB BL 7 74.5

lC BIJ 8

IL 9 5 1

563 16( 6 75.5

lC BL12 577
lC BL13
lC BL14
lC BL15
BL16 457 1 H

BL17 6 74.8

BL18 74.5

BL19
BL20 1 74.0

BL21
BL22 527 1 97.2

BL23
BL24 22.2

BL25 1

BL26 1

BL27
LI

ILI

一ＩＬＩ

R983
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安
山
岩
が
三
二
八
点
で
四
イ
と
か
な
り
低
い
比
率
に
な
る
。
プ

ロ
ッ

ク
別
に
石
材
組
成
を
み
る
と
、
環
状
配
列
お
よ
び
中
央
プ

ロ
ッ
ク
群

の
グ
ル
ー
プ
ー

。
２
は
全
体
傾
向
の
比
率
と
同
じ
く
黒
耀
石
を
主
体

と
し
て
、
玉
髄
が
第
二
の
石
材
と
な

っ
て
い
る
が
、
な
か
で
Ｂ
Ｌ
四

と

一
五
で
は
玉
髄
が
黒
耀
石
を
上
回

っ
た
り
、
Ｂ
Ｌ
七

・
八
で
は
無

斑
晶
質
安
山
岩
の
比
率
が
高
く
な
り
、
環
状
配
列
ブ

ロ
ッ
ク
群
が
す

べ
て
に
お
い
て
同
じ
傾
向
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し

か
し
黒
耀
石
以
外
の
石
材
が
比
率
上
高
く
な
る
先
の
プ

ロ
ッ
ク
は
出

土
点
数
が
四
七
点
、　
〓
二
七
点
、　
一
四
七
点
と
少
な
い
ブ

ロ
ッ
ク
に

見
ら
れ
る
現
象
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
、
日
向
林
Ｂ
遺
跡
の
環
状

ブ

ロ
ッ
ク
群
は
黒
耀
石
を
主
体
と
し
た
ブ

ロ
ッ
ク
群
で
構
成
さ
れ
る

と
い
う
石
材
の
均
質
化
傾
向
は
そ
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

外
縁
部
の
ブ

ロ
ッ
ク
は
先
の
プ

ロ
ッ
ク
群
と
は
異
な
る
様
相
を
示

し
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
３
で
は
黒
耀
石
が
九
五
イ
と
非
常
に
高
い
比

率
を
も

つ
Ｂ
Ｌ
三
二

。
二
三
と
黒
耀
石
を
も
た
ず
無
斑
晶
質
安
山
岩

や
凝
灰
岩
を
も

つ
Ｂ
Ｌ
二

一
で
構
成
さ
れ
る
。
グ
ル
ー
プ
４
は
黒
耀

石
の
比
率
が
低
く
、
玉
髄
と
無
斑
晶
質
安
山
岩
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

以
上
日
向
林
Ｂ
遺
跡
の
石
材
組
成
を
み
る
と
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
と
外

縁
部
の
ブ

ロ
ッ
ク
群
に
大
き
な
差
が
み
ら
れ
、
ま
た
環
状
配
列
ブ

ロ
ッ

ク
群
の
な
か
で
も
若
干
の
組
成
を
異
に
す
る
ブ

ロ
ッ
ク
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

貫
ノ
木
遺
跡
は
日
向
林
Ｂ
遺
跡
ほ
ど
主
要
石
材
の
偏
り
は
な
く
、

分
散
傾
向
に
あ
る

（表
４
）
。
貫

ノ
木
遺
跡

で
は
無
斑
品
質
安
山
岩

が
最
も
多
く
、
三
四
三

一
点
で
二
九
で
、

つ
い
で
黒
耀
石
二
八

一
九

点
で
三
二
幹
さ
ら
に
チ
ャ
ー
ト
六
八
七
点
で
八
絆
、
凝
灰
質
頁
岩
六

〇
六
点
で
七
で
、
凝
灰
岩
五
六
七
点
で
六
絆
と
続
く
。
日
向
林
Ｂ
遺

跡
で
多
か

っ
た
玉
髄
は
貫
ノ
木
遺
跡
で
は

一
絆
未
満
で
あ
り
、
同
じ
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表 4 貫ノ木遺跡第 3地点主要石材の構成

グ

ル

|

プ

遺

構

番

号

主要石材の出土点数 主要石材の出土比率

無

斑

品

質

安

山

岩

黒

　

耀

　

石

チ

ヤ

1

ト

珪

質

頁

岩

頁

山石

凝

灰

質

頁

岩

珪

質

凝

灰

岩

凝

　

灰

　

山石

緑

色

凝

灰

岩

玉

髄

鉄

　

石

　

英

蛇

　

紋

　

］石

総

　

占
小
　

数

無

斑

晶

質

安

山

岩

黒

　

耀

　

石

チ

ヤ

|

ト

珪

質

頁

岩

頁

］石

凝

灰

質

頁

岩

珪

質

凝

灰

岩

凝

　

灰

　

岩

緑

色

凝

灰

岩

玉

髄

鉄

　

石

　

英

蛇

　

紋

　

岩

1 1 1

1 ZじⅥ16.61 8b.1
1 55 1

36

型 lb.r.bl り.セ 2.01

1541

336 1.21

lbbl 64.4 lb.31

3020
3026

2.81
‐ ‐

．

‐

一

3030 78.61 12.a
1 109α 70.劇 23.d

3032 1 1 () .2 1~

1 1 0.81

18.劇 24.釧

3023 ITO.1 8σ冽
3024 6.91 89.創

3025 1 1lα 10.釧 86.J l
3028 1.41

3029 1 30.副 57.61

46.0 46.劇
2.01

1
一＞

・

５

1.61

1.51 Ⅲ
19.2 38.51

111.11 2.51 16.劇

5

1 1 38.冽 6. 7  1_ 9.劇

2.31

4.8 4.81

3.71 Ⅲ
1 158 25,91 0.61

3008 1 1 1百
1

1 l 1 1 25。q 35.劇
外 1 1 19.61 41.31

7

θθ



遺
跡
群
で
あ
り
な
が
ら
石
材
の
使
用
頻
度
に
大
き
な
違
い
が
指
摘
で
き
る
。
プ

ロ
ッ
ク
別
に
石

材
組
成
を
み
る
と
、
グ
ル
ー
プ
ー
の
環
状
配
列
プ

ロ
ッ
ク
群
は
主
要
石
材
の
あ
り
方
の
違
い
で

二

つ
に
区
分
さ
れ
る
。
グ
ル
ー
プ
ー
の
中
を
Ａ

・
Ｂ

ｏ
Ｃ
に
細
分
し
て
お
こ
う
。

グ
ル
ー
プ
ー
Ａ
　
無
斑
晶
質
安
山
岩
を
主
体
と
す
る
ブ

ロ
ッ
ク
で
、
Ｂ
Ｌ
三
〇

一
五
、
三
〇

一
七
～
三
〇
二
〇
、
三
〇
二
六
、
三
〇
二
七
、
三
〇
三
〇
、
三
〇
三

一
と

環
状
配
列
ブ

ロ
ッ
ク
群
で
も
西
側
の

一
角
に
隣
接
し
て
位
置
し
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
ー
Ｂ
　
Ａ
の
南
側
に
配
列
さ
れ
る
プ

ロ
ッ
ク
群
で
黒
耀
石
を
主
体
と
す
る
Ｂ
Ｌ
三

〇

一
一
～
三
〇

一
四
と
、
凝
灰
質
頁
岩
、
凝
灰
岩
が
多
い
Ｂ
Ｌ
三
〇

一
六

で
あ
る
。

グ
ル
ー
プ
ー
Ｃ
　
Ａ
の
北
東
隣
に
位
置
す
る
Ｂ
Ｌ
三
〇
三
二
で
黒
耀
石
が
主
体
を
な
す
ブ

ロ
ッ

ク
で
あ
る
。

グ
ル
ー
プ
２
の
中
央
ブ

ロ
ッ
ク
群
は
す
べ
て
の
ブ

ロ
ッ
ク
で
黒
耀
石
が
主
体
と
な
る
点
、
日

向
林
Ｂ
遺
跡
の
中
央
ブ

ロ
ッ
ク
群
と
共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
。　
一
方
で
黒
耀
石
比
率
を
み
る

と
違
い
が
指
摘
で
き
、
Ａ

。
Ｂ
に
三
分
さ
れ
る
。

グ
ル
ー
プ
２
Ａ
　
よ
り
中
心
部
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
Ｂ
Ｌ
三
〇
二
三
～
三
〇
二
五
の

三
プ

ロ
ッ
ク
は
八
〇
絆
以
上
の
高
い
比
率
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
日
向
林
Ｂ
遺
跡
の
中
央
ブ

ロ
ッ
ク
群
の
黒
耀
石
比
率
が
七
〇
～
八
〇
絆
で
あ
る
こ
と
と
共
通
す
る
。

グ
ル
ー
プ
２
Ｂ
　
２
Ａ
と
環
状
配
列
ブ

ロ
ッ
ク
群
の
間
に
位
置
す
る
Ｂ
Ｌ
三
〇
二

一
０
三
〇

二
八

ｏ
三
〇
二
九
は
黒
耀
石
の
比
率
が
五
〇
絆
台
と
低
く
な
り
、
無
斑
晶
質
安
山
岩
が
増
え
、

よ
り
環
状
配
列
プ

ロ
ッ
ク
群
の
グ
ル
ー
プ
２
に
近
い
石
材
構
成
を
と
る
。
Ｂ
Ｌ
三
〇
二
二
も
凝

灰
質
頁
岩
、
凝
灰
岩
の
比
率
が

一
定
程
度
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
２
Ｂ
の
石
材
構
成
に
近
い
。
黒
耀

石
の
比
率
が
非
常
に
高
い
２
Ａ
と
無
斑
品
質
安
山
岩
や
凝
灰
岩
系
の
石
材
を
持

つ
グ
ル
ー
プ
ー

Ａ
、
ｌ
Ｂ
と
の
中
間
的
位
置
に
こ
の
グ
ル
ー
プ
２
Ｂ
が
位
置
す
る
と
理
解
さ
れ
、
石
材
の
構
成

か
ら
み
る
と
貫
ノ
木
遺
跡
第
３
地
点
の
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
は
中
央
プ

ロ
ッ
ク
群
、
環
状
配
列
ブ

ロ
ッ
ク
群
、
そ
の
間
の
中
間
部
に
位
置
す
る
ブ

ロ
ッ
ク
群
の
二
重
構
造
に
な

っ
て
い
る
と
理
解

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

（図
４
）。

外
縁
部
の
ブ

ロ
ッ
ク
群
で
は
無
斑
品
質
安
山
岩
、
黒
耀
石
、
チ
ャ
ー
ト
、
珪
質
頁
岩
、
凝
灰

質
頁
岩
な
ど
個
個
の
プ

ロ
ッ
ク
に
よ
っ
て
石
材
が
異
な

っ
て
い
る
状
況
が
見
て
と
れ
た
。

以
上
、
貫
ノ
木
遺
跡
第
３
地
点
の
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
は
、
石
材
構
成
か
ら
グ
ル
ー
プ
ー
の
Ａ

ｏ

Ｂ
Ｃ
、
グ
ル
ー
プ
２
の
Ａ

・
Ｂ
の
計
５
つ
の
小
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
。

で
は
石
材
構
成
の
こ
の
五

つ
の
グ
ル
ー
プ
の
違
い
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

野
尻
湖
周
辺
で
は
石
器
製
作
に
適
し
た
石
材
は
採
取
で
き
な
い
石
材
環
境
に
あ
る
。　
一
番
近
距

離
の
石
材
が
無
斑
品
質
安
山
岩
で
、
遺
跡
群
東
方
約
二
五
付
加
の
飯
山
市
関
田
山
地
に
求
め
ら

れ
る
。
野
尻
湖
周
辺
遺
跡
群
で
は
在
地
の
石
材
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
黒
耀
石
を
は
じ
め

と
す
る
そ
れ
以
外
の
石
材
は
遠
隔
地
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
在
地
、
遠
隔
地
の

視
点
で
石
材
構
成
を
考
え
る
と
、
貫
ノ
木
遺
跡
第
３
地
点
は
、
在
地
の
石
材
を
主
体
と
す
る
ブ

ロ
ッ
ク
群
が
グ
ル
ー
プ
ー
Ａ
や

一
定
程
度
有
す
る
グ
ル
ー
プ
２
Ｂ
な
ど
、
在
地
石
材
が
優
位
を

占
め
る
プ

ロ
ッ
ク
群
が
存
在
す
る
。
日
向
林
Ｂ
遺
跡
が
黒
耀
石
、
玉
髄
が
主
体
と
な
る
遠
隔
地

系
石
材
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
と
は
対
照
的
な
あ
り
方
と
い
え
よ
う
。
黒
耀
石
の
総
重
量
が
日

向
林
Ｂ
遺
跡
で
は
約

一
五
劣
“
、
貫
ノ
木
遺
跡
第
３
地
点

で
は
約

一
四
ケ
如
と
あ
ま
り
大
差
が
な

い
の
に
比

べ
、
無
斑
品
質
安
山
岩
の
総
重
量
は
日
向
林
Ｂ
遺
跡
が
わ
ず
か
四
ケ
知
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
貫
ノ
木
遺
跡
で
は

一
〇
倍
の
四
三
劣
“
も
出
土
し
て
い
る
。
重
量
で
は
、
よ
り
明
確

に
在
地
石
材
を
多
用
し
た
貫
ノ
木
遺
跡
の
特
徴
が
明
確
に
な

っ
た
と
い
え
よ
う
。

遠
隔
地
石
材
の
あ
り
方
も
二
遺
跡
で
は
異
な
っ
た
様
相
を
示
し
て
い
る
。
黒
耀
石
の
産
地
分

析
を
行

っ
た
結
果
、
日
向
林
Ｂ
遺
跡
で
は
判
別
群
鷹
山

・
小
深
沢
の
和
田
エ
リ
ア
と
い
う
ひ
と

二つの環状プロック群

θゴ
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つ
の
エ
リ
ア
が
九
五
幹
を
占
め
る
の
に
対
し
、
貫
ノ
木
遺

跡
で
は
判
別
群
星

ヶ
台
の
諏
訪

エ
リ
ア
が
五
三
で
、
和
田

エ
リ
ア
が
四
六
絆
と
、
日
向
林
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

か

っ
た
諏
訪

エ
リ
ア
の
黒
耀
石
が
搬
入
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
二
大

エ
リ
ア
の
黒
耀
石
が
み
ら
れ
る
。
石
材
種

類
の
豊
富
な
貫
ノ
木
遺
跡
の
あ
り
方
と
、
産
地
が
限
定
さ

れ
る
日
向
林
Ｂ
遺
跡
の
あ
り
方
に
は
大
き
な
違
い
と
し
て

認
識
さ
れ
る
。

四
　
石
器
の
検
討

最
後
に
石
器
の
あ
り
方
に
つ
い
て
若
干
検
討
し
て
み
る
。

日
向
林
Ｂ
遺
跡
の
石
器
組
成
を
表
５
に
、
貫
ノ
木
遺
跡

第
３
地
点
の
石
器
組
成
を
表
６
に
示
し
た
。

二
遺
跡
の
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
を
構
成
す
る
グ
ル
ー
プ
ー

の
環
状
配
列
ブ

ロ
ッ
ク
群
と
グ
ル
ー
プ
２
の
中
央
ブ

ロ
ッ

ク
群
の
遺
物
占
霧
（は
日
向
林
Ｂ
遺
跡
で
は
グ
ル
ー
プ
ー
が

四

一
五
三
点
、
グ
ル
ー
プ
２
が
三
七
八
四
点
の
合
計
七
九

二
七
点
に
な
る
の
に
対
し
、
貫
ノ
木
遺
跡
で
は
グ
ル
ー
プ

ー
が
五
三
二
四
点
、
グ
ル
ー
プ
２
が

一
七
九

一
点
の
合
計

七
〇

一
五
点
で
あ
る
。
貫
ノ
木
遺
跡
の
場
合
、
環
状
ブ

ロ
ッ

ク
群
の
範
囲
を
完
掘
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
重
複
す
る
石

器
文
化
の
存
在
も
想
定
さ
れ
る
た
め
総
点
数
で
二
遺
跡
を

比
較
す
る
の
は
慎
重
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
三

分
の

一
ほ
ど
を
未
調
査
と
推
定
す
れ
ば

一
万
点
以
上
が
貫

ノ
木
遺
跡
の
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
の
出
土
点
数
規
模
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
直
径
二
五
研
の
日
向

林
Ｂ
遺
跡
で
約
八
〇
〇
〇
点
の
遺
物
、
約
二
倍
の
直
径
五

表 5 日向林 B遺跡石器組成

グ

ル

1

プ

ブ

ク

斧

形

石

器

形

石

器

ナ

イ

フ

形

石

器

掻

器

状

石

器

貝

殻

状

刃

器 器

扶

入

肖1

器

鋸

歯

縁

状

肖1

器

厚

刃

掻

器

彫

器

揉

錐

器

楔

形

石

器

二
次
加
工
の
あ
る
剥
片

微
細
剥
離
の
あ
る
剥
片

景J

片

砕

片

斧

形
石

器
調
整

剥
片

斧
形
石

器
刃
部
破
片

敲

石

磨

石

砥

石 核

石 原

石

計

lA BLl 1 1 1 5 1

lA BL2 1 1 1 1

lA BL3 1 1

lA BL4 1 1 1 1

lA BL 5 1 1 1 1 1

ノ」ヽ 計 6 5 1

lB BL 6 1 1 1 1 1 1

lB BL 7 l 1 2 1 1 1

lB BL8 1 1 1

ノlヽ 計 7 0 1 1 1 1

lC BL 9 7 5 5 1

lC BL10 5 1 1

lC BLll 1 5 1 1 l 1

lC BL12 5 1

lC BL13 1 1

lC BL14 5 1 1 2

lC BL15 1 1

計 1

BL16 1

BL17 6 2 1

BL18
BL19 1

BL20 7 1 1

ノ]ヽ  言十 1324 1 1

BL21
3 BL22 1 1

BL23 1

ノ
lヽ 計
BL24
BL25
BL26 1

BL27 1 1

BL28 1 1

BL29
BL30 1 1

ノlヽ  言汁 1

合 計 1176 3276

"
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表6 貫ノ木遺跡第 3地点石器組成

グ

ル

1

プ

プ

　

　

ロ
　

　

ッ
　

　

ク

ナ

イ

フ

形

石

器

形

石

器

槍

先

形

尖

頭

器

角

錐

状

石

器

斧

形

石

器

貝

殻

状

刃

器

彫

器

揉

錐

器

掻

器

掻

器

状

石

器

厚

刃

掻

器 器

楔

形

石

器

刃

器

石

刃

二
次
加
工
の
あ
る
剥
片

微
細
剥
離
の
あ
る
剥
片

折

断

景1

片

砥

石

敲

石 石

剥

片

打

面

再

生

剥

片 片

砕

工
「

石

核

原

石

計

lA 3015 1

lA 3017

lA 3018 1 1 1

lA 3019 1 1 1

lA 3020 2 1074

lA 3026 1 l

lA 1

lA 3030
lA 3031 1 1 1 1 1 1 1090
ノ|ヽ  尉汁 1 1 6 2759 1 3998

lB 3011 2 1
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1 1
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1 1 1

3008
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3001 1 1 2 5

ノ|ヽ  言十 1 5

合 計 2 5674 4 1(;58 343
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○
研
と
推
定
さ
れ
る
貫
ノ
木
遺
跡
で

一
万
点
の
遺
物
と
す
る
と
、
日
向
林
Ｂ
遺
跡
の
遺
物
密
集

度
の
高
さ
が
指
摘
で
き
よ
う
。

石
器
器
種
の
偏
り
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
日
向
林
Ｂ
遺
跡
の
環
状
配
列
プ

ロ
ッ
ク
群
で
あ
る

グ
ル
ー
プ
ー
は
連
鎖
す
る
ブ

ロ
ッ
ク
群
間
に
空
間
を
見
い
だ
し
、
平
面
分
布
上
か
ら
Ａ
Ｂ
Ｃ
に

三
分
し
た
が
、
そ
の
小
群
の
う
ち
Ｃ
を
Ｂ
Ｌ
九
～

一
一
の
東
群
と
Ｂ
Ｌ

一
二
～

一
五
の
西
群
に

さ
ら
に
細
分
し
て
、
Ａ

・
Ｂ

。
Ｃ
東

。
Ｃ
西
の
四
群
で
石
器
組
成
を
み
る
と
、
台
形
石
器
は
各

小
群
に
五
点
、
七
点
、
八
点
、
六
点
と
均
質
に
含
ま
れ
る
。
斧
形
石
器
は
、
グ
ル
ー
プ
ー
Ｃ
の

東
群
、
西
群
に
そ
れ
ぞ
れ
集
中
し
て
保
有
す
る
Ｂ
Ｌ

一
〇
と
Ｂ
Ｌ

一
四
が
あ
る
。
Ｂ
Ｌ

一
〇
で

は
五
〇
ルーン
け
の
範
囲
内
に

一
一
点
の
、
Ｂ
Ｌ

一
四
で
は

一
×
二
研
の
範
囲
内
に

一
三
点
が
集
中

し
て
出
土
す
る
と
い
う
特
異
な
あ
り
方
を
示
す
。
そ
の
特
異
な
出
土
状
況
を
除
け
ば
グ
ル
ー
プ

の
１
は
全
体
的
に
数
点
の
斧
形
石
器
が
保
出
土
し
て
お
り
、
こ
れ
も
台
形
石
器
と
同
様
、
グ
ル
ー

プ
の
小
群
が
均
質
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
中
央
ブ

ロ
ッ
ク
群
も
斧
形

石
器
は
七
点
で
、
グ
ル
ー
プ
ー
の
小
群
と
ほ
ぼ
同
様
な
出
土
数
を
示
し
て
い
る
。

日
向
林
Ｂ
遺
跡
の
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
は
空
間
的
に
も
ほ
ぼ
四
等
分
さ
れ
る
環
状
配
列
プ

ロ
ッ

ク
群
と
中
央
プ

ロ
ッ
ク
群
の
計
五

つ
の
プ

ロ
ッ
ク
小
群
が
、
あ
る

一
定
の
規
則
を
も

っ
て
残
さ

れ
て
い
た
と
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
比
べ
貫
ノ
木
遺
跡
の
環
状
プ

ロ
ッ
ク
群
は
そ
の
小
群
を
み
て
も
個
個
に
格
差
が
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
均
質
性
を
見
出
す
の
は
難
し
い
。
斧
形
石
器
を

一
ブ

ロ
ッ
ク
で
六
点
出
土
し
た
Ｂ
Ｌ

三
〇
二
〇
も
日
向
林
Ｂ
遺
跡
の
よ
う
な
集
中
で
は
な
く
、
プ

ロ
ッ
ク
の
範
囲
内
に
分
散
す
る
な

ど
、
日
向
林
Ｂ
遺
跡
と
同
じ
様
相
を
抽
出
す
る
こ
と
は
む
し
ろ
で
き
な
い
。

さ
ら
に
主
要
器
種
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
両
遺
跡
の
類
似
点
と
相
違
が
出

て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
こ
ま
で
検
討
で
き
な
か

っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
別
稿
で
取
り
組
み
た
い
と
考
え
る
が
、
そ
の
際
の
視
点
と
な
る
項
目
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。

斧
形
石
器
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
重
要
な
視
点
の
ひ
と

つ
に
石
材
が
あ
げ
ら
れ
る
。
日
向
林

Ｂ
遺
跡
の
斧
形
石
器
は
す
べ
て
が
蛇
紋
岩
製
で
あ
る
の
に
対
し
、
貫
ノ
木
遺
跡
も
主
体
は
蛇
紋

岩
で
あ
る
が
、
非
蛇
紋
岩
製
の
石
材
も
そ
れ
な
り
に
用
い
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
を
特
徴
付
け
る
斧
形
石
器
の
あ
り
方
も
二
遺
跡
で
は
違

っ
た
様
相
を
示
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
ナ
イ
フ
形
石
器

。
台
形
石
器
で
あ
る
。
報
告
書
で
は
こ
の
ナ
イ
フ
形
石
器
と
台
形
石

器
の
定
義
を
以
下
の
よ
う
に
し
た
。
剥
片
の
鋭
い
縁
辺
を

一
部
に
残
し
、
他
の
縁
辺
を
細
部
加

工
し
た
石
器
で
、
全
体
形
状
で
先
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
も
の
を
ナ
イ
フ
形
石
器
と
し
、
台
形
石

器
は
剥
片
の
鋭
い
縁
辺
を

一
部
に
残
し
、
他
の
縁
辺
を
細
部
加
工
す
る
と
こ
ろ
は
ナ
イ
フ
形
石

器
と
同
じ
で
あ
る
が
、
石
器
長
軸
に
直
交
も
し
く
は
斜
交
す
る
刃
部
を
も

つ
も
の
と
し
て
分
離

し
た
。

日
向
林
Ｂ
遺
跡
で
は
ほ
と
ん
ど
が
台
形
石
器
に
偏
る
の
に
対
し
、
貫
ノ
木
遺
跡
で
は
各
種
の

ナ
イ
フ
形
石
器

。
台
形
石
器
が
存
在
す
る
。
そ
の
点
で
は
日
向
林
Ｂ
遺
跡
に
は
こ
れ
ら
ナ
イ
フ

形
石
器
類
に
偏
り
が
あ
り
、
あ
る
ひ
と

つ
の
目
的
で
遺
跡
が
形
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と

を
推
定
し
た
。
こ
の
様
相
の
違
い
を
個
個
の
プ
ロ
ッ
ク
や
今
回
区
分
し
た
ブ

ロ
ッ
ク
の
グ
ル
ー

プ
と
い
う
枠
の
な
か
で
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
さ
ら
に
ナ
イ
フ
形
石
器
、
台
形
石
器
の
製
作
上

の
特
徴
を
加
味
す
る
こ
と
で
プ

ロ
ッ
ク
群
を
残
し
た
集
団
な
ど
が
推
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
ナ
イ
フ
形
石
器
類
に
偏
り
が
あ
る
日
向
林
Ｂ
遺
跡
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
を
も

つ

貫
ノ
木
遺
跡
は
、
同
じ
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
を
も
つ
と
し
て
も
機
能
に
違
い
を
見
い
だ
す
も

っ
と

も
明
瞭
な
現
象
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
斧
形
石
器
に
関
連
す
る
資
料
と
し
て
砥
石
の
あ
り
方
も
重
要
で
あ
る
。
日
向
林
Ｂ
遺

跡
は
２
点
が
検
出
さ
れ
た
が
、
貫
ノ
木
遺
跡
で
は
五
点
が
出
土
し
た
。
重
量
九
劣
“
を
測
る
大

形
砥
石
も
あ
り
、
貫
ノ
木
遺
跡
第
３
地
点
の
性
格
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
資
料
と
な
っ
て
こ

よ
う
。

以
上
、
主
要
な
器
種
を
今
後
検
討
の
材
料
に
加
え
る
こ
と
で
、
両
遺
跡
の
性
格
が
よ
り
明
瞭

に
で
て
く
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

五
　
ま
と
め

環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
が
均
質
化
す
る
と
い
う
理
解
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
小
稿
で
は
均
質
化
し
て
み
え
る
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
を
再
検
討
す
る
こ
と
で
、
環
状

ブ

ロ
ッ
ク
群
の
構
成
を
と
ら
え
直
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
以
下
に
仮
説
を
含
め
ブ

ロ
ッ
ク

群
の
解
釈
を
し
、
ま
と
め
と
し
て
列
記
す
る
。
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二つの環状プロック群

Ｑ
二
遺
は
跡
立
地
に
違
い
が
み
ら
れ
た
。
日
向
林
Ｂ
遺
跡
は
低
地
を
前
面
に
臨
む
低
位
の
テ

ラ
ス
に
形
成
さ
れ
た
の
に
対
し
、
貫
ノ
木
遺
跡
は
中
位
の
テ
ラ
ス
に
形
成
さ
れ
た
。
低
地
近
く

に
形
成
さ
れ
た
プ

ロ
ッ
ク
群
の
解
釈
と
し
て
、
低
地
で
足
を
奪
わ
れ
た
大
型
獣

（
ナ
ウ
マ
ン
ゾ

ウ
な
ど
）
を
狩
猟
し
、
獲
物
の
移
動
を
少
な
く
す
る
た
め
狩
猟
場
に
近
い
と
こ
ろ
に
環
状
プ

ロ
ッ

ク
群
を
形
成
し
た
と
い
う
解
釈
が
、
野
尻
湖
遺
跡
群
に
お
け
る

「
大
型
獣
解
体
場
説
」
の
ひ
と

つ
の
根
拠
と
し
て
き
た
。
し
か
し
貫
ノ
木
遺
跡
の
立
地
は
そ
れ
と
は
違
い
、
同
じ
遺
跡
群
内
に

あ
る
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
で
あ

っ
て
も
同
じ
性
格
で
は
な
い
こ
と
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
こ
と

が
立
地
か
ら
想
定
さ
れ
る
。

②
遺
跡
内
で
の
石
器
文
化
と
そ
の
周
囲
の
遺
跡
を
検
討
し
た
。
日
向
林
Ｂ
遺
跡
で
は

一
時
期

大
規
模
な
遺
跡
が
形
成
さ
れ
る
が
、
同
時
期
と
そ
の
後
に
あ
ま
り
大
き
な
遺
跡
が
密
集
し
て
形

成
さ
れ
て
い
な
い
。
い
っ
ぽ
う
、
貫
ノ
木
遺
跡
は
対
照
的
に
隣
接
す
る
地
点
で
も
同
時
期
も
石

器
文
化
が
相
当
量
確
認
さ
れ
、
ま
た
後
の
時
代
の
石
器
文
化
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
貫

ノ
木
遺
跡
は
先
土
器
時
代
の
各
時
期
を
通
し
て
集
団
が
常
に
訪
れ
た
場
所
で
あ

っ
た
こ
と
が
推

定
さ
れ
る
。

０
石
器
の
出
土
層
位
は
日
向
林
Ｂ
遺
跡
よ
り
も
貫
ノ
木
遺
跡
の
方
が
バ
ラ
ツ
キ
が
多
い
こ
と

は
よ
り
長
い
期
間
、
貫
ノ
木
遺
跡
第
３
地
点
と
い
う
場
が
先
土
器
時
代
人
に
と

っ
て
頻
繁
に
利

用
さ
れ
た
と
想
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
地
表
に
散
布
し
た
石
器

ｏ
石
片
が
い
っ
た
い
ど
の
く

ら
い
の
時
間
で
埋
没
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
当
時
の
気
候
や
地
形
に
よ

っ
て
異
な

っ
て
く

る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
推
定
は
難
し
い
。
し
か
し
、
野
尻
湖
周
辺
は
確
か
に
ロ
ー
ム
層
か
ら

重
層
的
に
石
器
群
が
レ
ベ
ル
差
を
も

っ
て
出
土
す
る
。
し
か
し
い
っ
ぽ
う
で
そ
の
重
層
的
な
石

器
文
化
を
明
瞭
に
区
分
で
き
る
ほ
ど
厚
み
は
も

っ
て
い
な
い
。
当
時
も
数
十
年
も
し
く
は
数
百

年
の
時
間
的
な
差
が
あ

っ
て
も
、
地
表
面
に
散
布
す
る
石
片
な
ど
に
よ

っ
て
後
代
の
集
団
が
ブ

ロ
ッ
ク
形
成
に
規
制
を
及
ぼ
す
こ
と
も
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
石
片
の
散
布
す

る
近
辺
に
累
積
的
に
集
団
が
訪
れ
、
逗
留
し
た
と
す
れ
は
結
果
と
し
て
の
ひ
と

つ
の
分
布
域
を

形
成
す
る
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
い
ま
こ
こ
で
す
ぐ
に
結
論
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
と

思
わ
れ
る
が
、
貫
ノ
木
遺
跡
の
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
は
そ
の
よ
う
な
結
果
残
さ
れ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

“
日
向
林
Ｂ
遺
跡
に
は
礫
群
は
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
が
貫
ノ
木
遺
跡
で
環
状
配
列
ブ

ロ
ッ
ク

群
の

一
角
に
確
認
さ
れ
た
。
礫
群
を
火
処
と
推
定
す
れ
ば
日
向
林
Ｂ
遺
跡
で
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
生
活
の
痕
跡
が
貫
ノ
木
遺
跡
に
は
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

③
石
材
の
構
成
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
貫
ノ
木
遺
跡
の
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
は
新
た
に
五
個

の
小
群
に
分
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
日
向
林
Ｂ
遺
跡
の
環
状
プ

ロ
ッ
ク
群
の
構
成
と
は
異
な
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

⑥
環
状
プ

ロ
ッ
ク
群
の
性
格
に
は
い
く

つ
か
の
説
が
あ
る
。
そ
し
て
日
向
林
Ｂ
遺
跡
は
大
型

動
物
解
体
に
伴

っ
て
残
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
貫
ノ
木
遺
跡
は
む
し
ろ
石
器
交
換
の

場
で
あ

っ
た
と
も
取
れ
る
よ
う
な
あ
り
方
を
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
二
遺
跡
の
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
は
違
う
の
で
あ
る
。
筆
者
は
日
向
林
Ｂ
遺
跡
は

一
機
能

（単
機
能
）
が
残
さ
れ
た
結

果
の
遺
跡
と
考
え
る
。
そ
れ
は
道
具
に
偏
り
が
あ
る
か
ら
で
、
そ
れ
は
ゾ
ウ
な
ど
大
型
動
物
類

の
解
体
に
伴
う
よ
う
な
作
業
場
を
想
定
す
る
。
い
っ
ぽ
う
、
貫
ノ
木
に
石
器
や
石
材
の
交
換
、

紐
帯
確
認
な
ど
、
複
数
の
生
活
の
場
を
想
定
し
た
い
。

“
い
く

つ
か
の
点
で
第
３
地
点
の
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
を
検
討
し
て
み
た
が
、
日
向
林
Ｂ
遺
跡

の
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
と
は
、
か
な
り
違
う
様
相
を
呈
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
遺
物

の
分
布
、
密
度
、
ナ
イ
フ
形
石
器
や
台
形
石
器
の
形
態
組
成
、
斧
形
石
器
の
石
材
、
黒
曜
石
産

地
な
ど
、
日
向
林
Ｂ
遺
跡
が
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
第
３
地
点
は
す
べ
て
に
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
が
あ
る
。
諏
訪
星
ヶ
台
産
黒
曜
石
の
分
布
か
ら
環
状
プ

ロ
ッ
ク
群
の
存
在
は
ほ
ぼ
間
違

い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
後
の
累
積
的
な
使
用
等
に
よ
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
が
で
き

た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
た
が

っ
て
、
日
向
林
Ｂ
遺
跡
の
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
を
短

期
間
に
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
第
３
地
点
の
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群
は
長
期
間
に
及
ん
だ
と
理
解
で

き
よ
う
か
。

お

わ

り

に

本
稿
で
は
、
野
尻
湖
遺
跡
群
と
い
う
同
じ
遺
跡
群
内
に
お
け
る
日
向
林
Ｂ
遺
跡
と
貫
ノ
木
遺

跡
の
環
状
ブ
ロ
ッ
ク
群
を
比
較
す
る
基
礎
的
操
作
か
ら
二
遺
跡
の
違
い
を
明
瞭
に
し
、
近
接
す

る
位
置
に
あ
り
な
が
ら
も
異
な
る
機
能
を
有
す
る
環
状
ブ
ロ
ッ
ク
群
の
存
在
を
証
明
し
よ
う
と

%



考
え
た
が
、
十
分

に
検
討
を
し
え
な
か

っ
た
。
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。
三
万
年
前

の
日
本
列

島

に
は
こ
の
環
状
プ

ロ
ッ
ク
が
各
地

で
発
見
さ
れ

て
い
て
そ
の
数

は

一
〇
〇
か
所
を

こ
え
る
と

さ
れ
て
い
る
。
野
尻
湖
遺
跡
群

で
も
今
回
対
象
と
し
た
二
遺
跡
以
外
か
ら
も
検
出
さ
れ
て
お
り
、

今
後
そ
れ
ら
の
遺
跡
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。
二
〇
〇
〇
年

の

「
前

。
中
期
旧
石
器
時
代
遺
跡

ね

つ
造
事
件
」
以
降
、
日
本
列
島

の
人
類
文
化
の
始
ま
り
は
再
構
築
を
迫
ら
れ
た
。
環
状
プ

ロ
ッ

ク
群
は
そ
の
始
ま
り
の
時
期

に
特
徴
的
存
在
す
る
が
、
大
陸
方
面

で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
日

本
列
島
独
特

の
遺
跡

の
形
態

で
あ
る
と
も

い
え
る
。
環
状
ブ

ロ
ッ
ク
群

の
発
生

の
歴
史
的
意
義

を
追
及
す
る
こ
と
は
、

日
本
列
島

の
人
類
文
化

の
は
じ
ま
り
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

つ
な
が

る
と
考
え
る
。
今
後
と
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

注１
　
岩
崎
泰

一
他

『下
触
牛
伏
遺
跡
』
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
、　
一
九
八
六
年
。

２
　
橋
本
勝
雄

・
須
田
良
平

「
旧
石
器
時
代
―

一
九
八
六
年
の
動
向
―
」
『考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
七

七
、　
一
九
八
七
年
。

橋
本
勝
雄

「
Ａ
Ｔ
降
灰
以
前
に
お
け
る
特
殊
な
遺
物
分
布
の
様
相
」
『考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
三
〇

九
、　
一
九
八
九
年
。

３
　
日
本
旧
石
器
学
会

『
旧
石
器
研
究
』
第
二
号
、
二
〇
〇
六
年
。

４
　
小
菅
将
夫

『
赤
城
山
麓
の
三
万
年
前
の
ム
ラ
』
二
〇
〇
六
年
。

５
　
稲
田
孝
司

『先
史
日
本
を
復
原
す
る
１
　
遊
動
す
る
旧
石
器
人
』
二
〇
〇

一
年
。

６
　
谷
和
隆

「
日
向
林
Ｉ
石
器
文
化
の
環
状
プ
ロ
ッ
ク
群
」
『地
域
と
文
化
の
考
古
学
Ｉ
』
二
〇
〇
五
年
。

７
　
芹
沢
長
介

・
麻
生
優

「北
信
、
野
尻
湖
底
発
見
の
無
土
器
文
化
」
『考
古
学
雑
誌
』
第
二
九
巻
二
号
、

一
九
五
三
年
。

８
　
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『上
信
越
自
動
車
道
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書

一
五
　
信
濃

町
内
そ
の
１

，
日
向
林
Ｂ
遺
跡

ｏ
日
向
林
Ａ
遺
跡

ｏ
七

ツ
栗
遺
跡

。
大
平
Ｂ
遺
跡
　
旧
石
器
時
代

本
文
編

ｏ
図
版
編
』
二
〇
〇
〇
年
。

９
　
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『上
信
越
自
動
車
道
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書

一
五
　
信
濃

町
内
そ
の
１

‐
貫
ノ
木
遺
跡

ｏ
西
岡
Ａ
遺
跡
　
旧
石
器
時
代
　
本
文
編

。
遺
構
遺
物
図
版
編
』
二
〇

〇
〇
年
。

１０
　
注
６
に
同
じ
。

Ｈ
　
野
尻
湖
の
標
準
土
層
を
以
下
に
示
す
。
第
１
層
表
土
、
第
Ⅱ
層
黒
色
土

（柏
原
黒
色
火
山
灰
層
、

以
下
、
カ
ッ
コ
内
は
野
尻
湖
発
掘
調
査
団
に
よ
る
層
呼
称
）
第
Ⅲ
層
黒
褐
色
土

ロ
ー
ム
漸
移
層

（
モ

ャ
）
、
第
Ⅳ
層
黄
褐
色
細
粒
軟
質
風
化
火
山
灰
層

（上
部
野
尻

ロ
ー
ム
Ⅱ
）
、
第
Ｖ
ａ
層
褐
色
細
粒
風

化
火
山
灰
層

（上
部
野
尻
ロ
ー
ム
Ⅱ
最
下
部
）、
第
Ｖ
ｂ
層
暗
褐
色
細
粒
風
化
火
山
灰
層

（上
部
野
尻

ロ
ー
ム
Ⅱ
黒
色
帯
上
部
）
、
第
Ｖ

ｃ
層

（上
部
野
尻

ロ
ー
ム
Ⅱ
黒
色
帯
下
部
）
、
第
Ⅵ
層

（上
部
野
尻

ロ
ー
ム
ー
）。
第
Ⅶ
層

（中
部
野
尻

ロ
ー
ム
）
以
下
は
遺
物
が
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。

‐２
　
ナ
イ
フ
形
石
器
と
台
形
石
器
は
大
き
く
形
態
が
異
な
る
の
で
筆
者
は
機
能
の
違
い
を
想
定
し
て
い

る
が
、
い
っ
ぽ
う
で
こ
の
二
者
は
製
作
技
術
を
共
有
す
る
こ
と
も
あ
り
、
大
き
な
区
分
で
は
ナ
イ
フ

形
石
器
類
と
と
ら
え
、
そ
の
細
分
器
種
に
ナ
イ
フ
形
石
器
と
台
形
石
器
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

‐３
　
橋
本
勝
雄

「
環
状

ユ
ニ
ッ
ト
と
石
斧
の
関
わ
り
」
『
旧
石
器
研
究
』
第
二
号
、
二
〇
〇
六
年
。
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